
13

フフォトココーナー

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

妹
背
牛
後
援
会
は
２
月
７
日
、
わ
か
ち

愛
も
せ
う
し
ひ
ろ
ば
で
第
８
回
通
常
総

会
を
開
き
ま
し
た
。会
員
91
人
が
出
席
。

応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
や
町
内
観
戦
会
な
ど

を
盛
っ
た
令
和
８
年
の
事
業
計
画
案
を

採
択
し
、
日
ハ
ム
の
躍
進
に
向
け
て
応

援
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。　

　
冒
頭
、
髙
橋
久
夫
会
長
が
「
今
季
も

熱
い
応
援
を
続
け
て
、
日
本
一
の
景
色

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
令
和
７
年
の
事
業
・

収
支
決
算
・
監
査
の
３
報
告
を
承
認
し

ま
し
た
。

日ハム妹背牛後援会 第８回通常総会

チ
ー
ム
へ
の
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
を

誓
い
合
っ
た
通
常
総
会

　

妹
背
牛
町
議
会
は
２
月
28
日
、
町

民
と
の
意
見
交
換
の
場「
議
員
カ
フ
ェ
」

を
町
民
会
館
で
開
催
し
、
町
民
30
人
が

妹
背
牛
の
魅
力
発
信
や
ま
ち
づ
く
り
へ

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
の
一
環
で
、
昨
年
８
月
に

続
き
２
回
目
。
第
１
部
で
は
「
妹
背
牛

町
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
観
光
施
設
の

P
R
方
法
や
自
然
と
調
和
し
た
環
境

を
発
信
す
る
取
り
組
み
な
ど
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
町
議
会
で
は
今
後
も
、
町

民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
や
町
政
運
営
に

生
か
し
て
い
く
考
え
で
す
。

妹背牛の魅力発信テーマに意見交換

町
民
と
議
員
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
議
員
カ
フ
ェ

寄附額・月 1,000,000 円　令和 8 年 2 月

　企業名
代表者氏名
本社所在地

ホクレン農業協同組合連合会
代表理事会長　篠原　末治
札幌市中央区北４条西１丁目３番地

活用事業
「まち・ひと・しごと創生推進事業」
・結婚・出産・子育ての希望をかなえる
事業に活用

 企業様の       
 コメント
　　・　　
QR コード

企業 HP

　北海道の発展には地域の活性化が不可欠なた

め、地方創生に繋がる取り組みを応援しています。

　ホクレンは、全国の消費者に北海道農畜産物を

供給する「販売事業」と、生産者の営農活動を

支える「営農支援」を行っており、「つ

くる人を幸せに、食べる人を笑顔に」

の実現を目指します。

　企業版ふるさと納税の制度を活用し、妹背牛町に 500,000 円以上の寄附をしていただいた企業様
におかれましては、随時、広報「もせうし」の紙面で紹介させていただきます。

ホクレンが 100 万円を寄附　企業版ふるさと納税

滝本町長から感謝状を受け取る熊谷支所長

　妹背牛町は３月 12 日、企業版ふるさと納税を活
用して町に 100 万円を寄付したホクレン農業協同
組合連合会に対し、感謝状を贈りました。
　この日は、ホクレン岩見沢支所の熊谷和也支所長
が来庁し、「農業の生産現場の活気につながれば」
と述べました。


